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CERI 有害性評価書について 

 
化学物質は、私たちの生活に欠かせないものですが、環境中への排出などに伴い、ヒト

の健康のみならず、生態系や地球環境への有害な影響が懸念されています。有害な影響の

程度は、有害性及び暴露量を把握することにより知ることができます。暴露量の把握には、

実際にモニタリング調査を実施する他に、特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管

理の促進に関する法律  (化学物質排出把握管理促進法) に基づく化学物質の排出量情報の

活用などが考えられます。  

CERI 有害性評価書は、化学物質評価研究機構 (CERI) の責任において、原版である化学

物質有害性評価書 (http://www.safe.nite.go.jp/data/sougou/pk_list.html?table_name=hyoka) を

編集したものです。実際に化学物質を取り扱っている事業者等が、化学物質の有害性につ

いて、その全体像を把握する際に利用していただくことを目的としています。 

予想することが困難な地球環境問題や新たな問題に対処していくためには、法律による

一律の規制を課すだけでは十分な対応が期待できず、事業者自らが率先して化学物質を管

理するという考え方が既に国際的に普及しています。こうした考え方の下では、化学物質

の取り扱い事業者は、法令の遵守はもとより、法令に規定されていない事項であっても環

境影響や健康被害を未然に防止するために必要な措置を自主的に講じることが求められ、

自らが取り扱っている化学物質の有害性を正しく認識しておくことが必要になります。こ

のようなときに、CERI 有害性評価書を活用いただければと考えています。 

CERI 有害性評価書は、化学物質の有害性の全体像を把握していただく為に編集したもの

ですので、さらに詳細な情報を必要とする場合には、化学物質有害性評価書を読み進まれ

ることをお勧めいたします。また、文献一覧は原版と同じものを用意し、作成時点での重

要文献を網羅的に示していますので、独自に調査を進める場合にもお役に立つものと思い

ます。 

なお、化学物質有害性評価書は、新エネルギー･産業技術総合開発機構 (NEDO) からの委

託事業である「化学物質総合評価管理プログラム」の中の「化学物質のリスク評価および

リスク評価手法の開発プロジェクト」において作成したものです。 
 
 

財団法人化学物質評価研究機構 
                              安全性評価技術研究所 
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1．化学物質の同定情報 

 
物質名 ベンズアルデヒド 
化学物質排出把握管理促進法 政令号番号 1-298 
化学物質審査規制法 官報公示整理番号 3-1142 
CAS登録番号 100-52-7 
構造式 

 
 

分子式 C7H6O 

分子量 106.12 

 

 

2．我が国における法規制 

 
法 律 名 項   目 

化学物質排出把握管理促進法 第一種指定化学物質 
消防法 危険物第四類第二石油類 
労働安全衛生法 危険物引火性の物、変異原性が認められた既存化学物質 
船舶安全法 有害性物質 
航空法 有害性物質 
食品衛生法 指定添加物 (香料用途に限る) 

 

 

3．物理化学的性状 
 

項   目 特 性 値 出   典 
外 観 無色液体 U.S.NLM:HSDB, 2003 
融 点 -56.5℃ 

-26℃ 
Merck, 2001 
SRC:PhysProp, 2002 

沸 点 179℃ Merck, 2001 
引 火 点 62℃ 

63℃ 
IPCS, 1998 
NFPA, 2002 

発 火 点 190℃ 
192℃ 

IPCS, 1998 
NFPA, 2002 

爆 発 限 界 1.4～13.5 vol % (空気中) 
1.4 vol % (下限界、空気中) 

IPCS, 1998 
NFPA, 2002 

比 重 1.050 (15℃/4℃) U.S.NLM:HSDB, 2003 
蒸 気 密 度 3.66 (空気 = 1) 計算値 
蒸 気 圧 0.1 kPa (20℃)、5 kPa (90℃) Verschueren, 2001 
分 配 係 数 log Kow = 1.48 (測定値)、1.71 (推定値) SRC:KowWin, 2003 

C
O H
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項   目 特 性 値 出   典 
解 離 定 数 解離基なし  
土 壌 吸 着 係 数 Koc = 33 (推定値) SRC:PcKocWin, 2003 

水：6,570 mg/L (25℃) SRC:PhysProp, 2002 溶 解 性 
アセトン、エーテル、ベンゼンなどの有機

溶媒：易溶 
U.S.NLM:HSDB, 2003 

ヘ ン リ ー 定 数 2.70 Pa･m3/mol  (25℃) SRC:HenryWin, 2003 
換 算 係 数 
(気相、 2 0 ℃ ) 

1 ppm = 4.41 mg/m3 
1 mg/m3 = 0.227 ppm 

計算値 

 

 

4．製造輸入量・用途情報 (表 4-1、表 4-2) 

 

表4-1 製造・輸入量等 (トン) 
年 1997 1998 1999 2000 2001 

製造量 (推定) 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 
輸入量 173 334 561 645 843 
輸出量 953 338 57 240 0 
出典：製造量；化学工業日報社 (1999-2003)、輸出入量；財務省 (2003) 

 

 

ベンズアルデヒドの 2001 年度の製造･輸入量は 100～1,000 トンの範囲との報告もある (経済

産業省, 2003)。ただし、ここでの製造量は出荷量を意味し、自家消費分を含んでいない。 

 

表4-2 用途別使用量の割合 

用途 
割合 
(%) 

医薬品合成原料 50 
合成香料原料 30 
染料原料 20 

合計 100 
出典：シーエムシー (1999) 

 

 

ベンズアルデヒドは、大半がアミノ酸製剤などの医薬品の合成原料として使用されており、

アミノ酸製剤などになる。また、シンナムアルデヒド (石鹸・洗剤用及び食品用の合成香料) な

どの合成原料、トリフェニルメタン系染料の合成原料として使用されている。さらに、ベンズ

アルデヒド単体でも香料として使用されている (シーエムシー, 1999)。 
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5．環境中運命 

5.1 大気中での安定性  (表 5-1) 

  

表 5-1 対流圏大気中での反応性 
対 象 反応速度定数 (cm3/分子/秒) 濃 度 (分子/cm3) 半減期 

OH ラジカル 1.29×10-11 (25℃、測定値) 5×105～1×106  0.6～1 日 
オゾン 大気中ではベンズアルデヒドとオゾンとの反応は極めて遅いとの

報告があるが、具体的な反応速度は不明である (Grosjean, 1985)。 
硝酸ラジカル 2.55×10-15 (25℃、測定値) 2.4×108～2.4×109 

(10～100 ppt) 
1～10 日 

出典：SRC, AopWin Estimation Software, ver. 1.90. (反応速度定数) 

 

 

ベンズアルヒドは 300～380 nm の紫外線の吸収は弱い (吸光係数 3～30 L/mol/cm3) が、極め

て大きな量子収率 (0.34～0.41) を有するので、大気環境中では直接光分解を起こす可能性があ

るが、具体的な光分解速度は不明である (U.S. NLM:HSDB, 2003)。 

 また、ベンズアルデヒドは大気中で酸化されて安息香酸になるとの報告があるが、具体的な

酸化速度は不明である (Merck, 2001)。 

 

5.2 水中での安定性 

5.2.1 非生物的分解性 

ベンズアルデヒドは、加水分解を受けやすい化学結合がないので、水環境中では加水分解さ

れない。しかし、溶存酸素により酸化されて安息香酸になると推定される。また、ベンズアル

ヒドは表層水中では直接光分解を起こす可能性があるが、具体的な光分解速度は不明である 

(U.S. NLM:HSDB, 2003)。 

 

5.2.2 生分解性 

ベンズアルヒドは、好気的条件下及び嫌気的条件下で生分解されると推定される。 

 

a 好気的生分解性 (表 5-2、表 5-3) 

 

表 5-2 化学物質審査規制法に基づく生分解性試験結果 
分解率の測定法 分解率 (%) 判定結果 

生物化学的酸素消費量 (BOD) 測定 66 
全有機炭素 (TOC) 測定 98 
高速液体クロマトグラフ (HPLC) 測定 100 

良分解性 

被験物質濃度：100 mg/L、活性汚泥濃度：30 mg/L、試験期間：2 週間 
出典：通商産業省 (1980) 通商産業省公報 (1980 年 12 月 25 日) 
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表 5-3 その他の好気的生分解性試験結果 
試験方法 被試験物

質濃度 
試 験 期

間 (日) 
分解率

 (%) 
出  典 

活性汚泥を用いた半連続式活性汚泥

試験 (SCAS 試験) (本質的生分解試験)
活性汚泥を用いた Zahn-Welens 試験 
(本質的生分解試験) 

50～100 
mg/L 

2 100 
(DOC) 

Means ＆ Anderson, 
1981 

 

 

ｂ 嫌気的生分解性 (表 5-4) 

 

表 5-4 嫌気的生分解性試験結果 
試験方法 被試験物質濃度 試験期間 分解率 出  典 

合成汚泥を用いた連続式生分解装

置による試験 (37℃) 
30 mg C/L 
(38 mg/L 相当) 

14 95 Kameyama et al., 
1995 

 

 

5.3 環境水中での動態 

ベンズアルヒドは、水に対する溶解度が 6,570 mg/L (25℃)、蒸気圧が 100 Pa (20℃)、ヘンリ

ー定数が 2.70 Pa･m3/mol (25℃) である (3 章参照)。ヘンリー定数を基にした水中から大気中へ

のベンズアルヒドの揮散による消失半減期は、水深 1 m、流速 1 m/秒、風速 3 m/秒のモデル河

川では 1.5 日、水深 1 m、流速 0.05 m/秒、風速 0.5 m/秒のモデル湖水では 14 日と推算される 

(Lyman et al., 1990)。 

ベンズアルヒドは、土壌吸着係数 (Koc) の値が 33 (3 章参照) であるので、水中の懸濁物質及

び底質には吸着され難いと推定される。 

以上のこと及び 5.2 の結果より、環境水中にベンズアルヒドが排出された場合は、主に生分

解及び揮散により水中から除去されると推定される。 

 

5.4 生物濃縮性 

調査した範囲内では、ベンズアルヒドの生物濃縮係数 (BCF) の測定値に関する報告は得られ

ていない。 

しかし、ベンズアルヒドのオクタノール/水分配係数 (log Kow) の値は 1.48 (3 章参照) である

ことから BCF は 2.8 と計算されており (SRC:BcfWin, 2003)、水生生物への濃縮性は低いと推定

される。 

 

 

6．環境中の生物への影響 

6.1 水生生物に対する影響 

6.1.1 藻類に対する毒性 (表 6-1) 

淡水緑藻及び藍藻に対する毒性が報告されている。セネデスムス及びミクロシスティスに対
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する 8 日間毒性閾値 (EC3) がそれぞれ 34 mg/L、20 mg/L (Bringmann and Kuhn, 1977a, 1978) 、

クロレラに対する 80 時間 EC30 が 53 mg/L (Dedonder and van Sumere, 1971) であったが、これら

は OECD 等の公定法による生長阻害試験とは異なるエンドポイントが用いられており、評価で

きない。 

 

表 6-1 ベンズアルデヒドの藻類に対する毒性試験結果 
生物種 試験 

方式 
温度 
(℃) 

エンドポイント 濃度 
(mg/L) 

文献 

淡水 
止水 

 
27 8 日間毒性閾値 1) 生長阻害 34 

(n) 
Bringmann & Kuhn, 
1977a, 1978 

Scenedesmus 
quadricauda 
(緑藻、ｾﾈﾃﾞｽﾑｽ) 
 

止水 20 12 日間 EC50 生長阻害 > 10 Stratton & Corke, 
1982 

Chlorella vulgaris 
(緑藻、ｸﾛﾚﾗ) 

止水 20 12 日間 EC50 生長阻害 > 10 Stratton & Corke, 
1982 

Chlorella vulgaris 
(緑藻、ｸﾛﾚﾗ) 

止水 
 

25 80 時間 EC30 
80-160 時間 EC10 

 

生長阻害 53 
53 

Dedonder & van 
Sumere, 1971 

Chlorococcales 
(緑藻、ｸﾛﾛｺｯｸﾑ目) 

止水 20 24 時間 EC50 同化作用 340 
(n) 

Krebs, 1991 

Microcystis 
aeruginosa 
(藍藻、ﾐｸﾛｼｽﾃｨｽ) 

止水 27 8 日間毒性閾値 1) 生長阻害 20 
(n) 

Bringmann & Kuhn, 
1978 

(n): 設定濃度 
1) 対照区と比較して 3％の影響を与える濃度 (EC3) 

 

 

6.1.2 無脊椎動物に対する毒性 (表 6-2) 

甲殻類のオオミジンコに対する 24時間LC50は 50 mg/Lであった (Bringmann and Kuhn, 1977b)。 

調査した範囲内では、ベンズアルデヒドの長期毒性及び海産種についての試験報告は得られ

ていない。 

 

表 6-2 ベンズアルデヒドの無脊椎動物に対する毒性試験結果 
生物種 大きさ/

成長段階

試験法/ 
方式 

温度

(℃)
硬度 

(mg CaCO3/L)
pH エンドポイント 濃度 

(mg/L) 
文献 

淡水 
Daphnia magna 
(甲殻類、 
ｵｵﾐｼﾞﾝｺ) 

1 日齢 止水 
 

20-22 70 7.6-
7.7

24 時間 LC50 
 

50 
(n) 

Bringmann 
& Kuhn, 
1977b 

Orconectes 
immunis 
(甲殻類、ｱﾒﾘｶ

ｻﾞﾘｶﾞﾆの一種) 

1.8 g 流水 17.3 40.7-46.6 7.1-
7.8

96 時間 LC50 > 15.8 
(m) 

Phipps & 
Holcombe, 
1985 

Aplexa 
hypnorum 
(貝類、 
ﾎﾀﾙﾋﾀﾞﾘﾏｷｶﾞｲ) 

成体 流水 17.3 40.7-46.6 7.1-
7.8

96 時間 LC50 > 15.8 
(m) 

Phipps & 
Holcombe, 
1985 

 (m): 測定濃度、(n): 設定濃度 
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6.1.3 魚類に対する毒性 (表 6-3) 

魚類に対する急性毒性は、ファットヘッドミノー、ブルーギル、ニジマス等について報告さ

れており、96 時間 LC50 は 1.07～13.8 mg/L の範囲であり、最小値はブルーギルに対する 96 時

間 LC50 の 1.07 mg/L であった (Phipps and Holcombe, 1985)。また、長期毒性として扱われる試

験で 1 日齢のファットヘッドミノーのふ化仔魚を用いて致死及び成長阻害を指標とした 7 日間

NOEC が 0.22 mg/L であったとの報告がある (Pickering et al., 1996)。 

調査した範囲内では、ベンズアルデヒドの海水魚に関する試験報告は得られていない。 

 

表 6-3 ベンズアルデヒドの魚類に対する毒性試験結果 
生物種 大きさ/

成長段階

試験法/ 
方式 

温度

(℃)
硬度 

(mg CaCO3/L)
pH エンドポイント 濃度

(mg/L) 
文献 

急性毒性 淡水 
0.8 g 流水 17.3 40.7-46.6 7.1-

7.8
96 時間 LC50 12.4 

(m) 
Phipps & 
Holcombe, 
1985 

ND 流水 17.6 43.7 7.3 96 時間 LC50 12.8 
(m) 

Geiger et 
al., 1985 

ND 流水 23.9 46.2 7.7 96 時間 LC50 7.61 
(m) 

Brooke et 
al., 1984 

1 日齢 
仔魚 

7 日間 NOEC 
致死、成長 

0.22 
(a, n) 

Pimephales 
promelas 
(ﾌｧｯﾄﾍｯﾄﾞﾐﾉｰ) 

4、7 日齢

仔魚 

U.S. 
EPA 

半止水 

25 
±1 

86-94 7.2-
7.8

7 日間 NOEC 
成長 

0.9 
(a, n) 

Pickering 
et al., 1996

Lepomis 
macrochirus 
(ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ) 

0.8 g 流水 17.3 40.7-46.6 7.1-
7.8

96 時間 LC50 1.07 
(m) 

Phipps & 
Holcombe, 
1985 

Oncorhynchus 
mykiss 
(ﾆｼﾞﾏｽ) 

2.4 g 流水 17.3 40.7-46.6 7.1-
7.8

96 時間 LC50 11.2 
(m) 

Phipps & 
Holcombe, 
1985 

Leuciscus idus 
(ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｵﾙﾌｪ、
ｺｲ科の一種) 

ND ND ND ND ND 48 時間 LC50 
 

16-62 
(n) 

Juhnke & 
Luedemann, 
1978 

Carassius 
auratus 
(ｷﾝｷﾞｮ) 

5.7 g 流水 17.3 40.7-46.6 7.1-
7.8

96 時間 LC50 13.8 
(m) 

Phipps & 
Holcombe, 
1985 

Ictalurus 
punctatus 
(ｱﾒﾘｶﾅﾏｽﾞ) 

4.6 g 流水 17.3 40.7-46.6 7.1-
7.8

96 時間 LC50 5.39 
(m) 

Phipps & 
Holcombe, 
1985 

ND: データなし、(a, n): 被験物質の測定濃度が設定値の±20%以内であったため設定濃度により表示、 
(m): 測定濃度、(n): 設定濃度  

 

 

6.2 環境中の生物への影響 (まとめ) 

ベンズアルデヒドの環境中の生物に対する毒性影響については、致死、生長阻害などを指標
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に検討が行われている。 

藻類では、OECD 等の公定法に準拠して行なわれた評価に値する試験報告は得られていない。 

無脊椎動物では、甲殻類のオオミジンコに対する 24 時間 LC50 が 50 mg/L であり、この値は

GHS 急性毒性有害性区分 III に相当し、有害性を示す。長期毒性についての試験報告は得られ

ていない。 

魚類では、ブルーギルに対する 96 時間 LC50 が 1.07 mg/L であり、この値は GHS 急性毒性有

害性区分 II に相当し、強い有害性を示す。また、長期毒性として 1 日齢のファットヘッドミノ

ーのふ化仔魚を用いた致死及び成長阻害を指標とした試験における 7 日間 NOEC が 0.22 mg/L

であった。 

 

以上から、ベンズアルデヒドの水生生物に対する急性毒性は、魚類に対して GHS 急性毒性有

害性区分 II に相当し、強い有害性を示す。長期毒性についての NOEC は、魚類では 0.22 mg/L

である。 

得られた毒性データのうち水生生物に対する最小値は、ファットヘッドミノーの致死及び成

長阻害を指標とした 7 日間 NOEC の 0.22 mg/L である。 

 

 

7．ヒト健康への影響 

7.1 生体内運命 (図 7-1) 

ベンズアルデヒドは実験動物において、主として安息香酸に酸化された後、グリシン抱合や

グルクロン酸抱合を受け、最終的には大部分が馬尿酸に代謝され、尿中へ排泄される。 

 

CHO
酸化

還元

COOH

CH2OH

安息香酸

ベンジルアルコール

グリシン抱合

グルクロン酸抱合

グルクロン酸抱合

グルタチオン抱合

馬尿酸

ベンゾイルグルクロニド

ベンジルグルクロニド

ベンジルメルカプツール酸

ベンズアルデヒド

 

 

図 7-1 ベンズアルデヒドの代謝経路図 

(Bray et al., 1951; Kutzman et al., 1980; Laham and Potvin, 1987; Laham et al., 1988より作成) 
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7.2 疫学調査及び事例 (表 7-1) 

ヒトに対しては、ベンズアルデヒドに暴露した場合、皮膚、眼、呼吸器等に刺激症状が認め

られており、またパッチテストで一部のボランティアに陽性を示す報告が得られている。 

 

表 7-1 ベンズアルデヒドの疫学調査及び事例 
対象集団性別・人数 暴露状況/暴露量 結 果 文 献 

女性 50-60 mL を経口摂取 
自殺目的 

死亡 Dadlez, 1928 

ボランティア 
 

4.5 ppm (19.5 mg/m3)  
1 分間 

眼及び上気道に刺激 American Industrial 
Hygiene Association, 
1985 

4年間菓子製造に従事してい

た 19 歳男性 
 
 

balsam of Peru (ベンズアル

デヒドを含む混合物)、及び

その構成成分 14 物質につ

いてワセリン溶媒でパッ

チテスト 

balsam of Peru、シンナ

ムアルデヒド  (ワセ

リン溶媒中 1％濃度)、
ベ ン ズ ア ル デ ヒ ド 
(同 5％濃度) に陽性

反応 

Seite-Bellezza et al., 
1994 

ボランティア 100 人 5％濃度ワセリン溶媒、パ

ッチテスト 
10/100 人に陽性 
陽性反応を示した人

はバニリンにも陽性 

Hjorth, 1961 

 

 

7.3 実験動物に対する毒性 

7.3.1 急性毒性 (表 7-2) 

経口投与での LD50 は、マウスで 1,200 mg/kg、ラットで 1,300～2,850 mg/kg、モルモットでは

1,000 mg/kg である。経皮投与での LD50 は、ウサギで 1,250 mg/kg 超である。 

マウスに致死量のベンズアルデヒドを腹腔内投与した試験で、振戦、鎮静、呼吸困難等の症

状が認められている。 

 

表 7-2 ベンズアルデヒドの急性毒性試験結果 
 マウス ラット ウサギ モルモット 

経口 LD50 

(mg/kg) 
1,200 1,300-2,850 ND 1,000 

吸入 LC50 ND ND ND ND 
経皮 LD50 

(mg/kg) 
ND ND > 1,250 ND 

腹腔内 LD50 

(mg/kg) 
1,020-3,265 ND ND ND 

皮下 LD50 

(mg/kg) 
ND ND 5,000 

 
ND 

ND: データなし 
出典：Caujolle et al., 1956; Fassett, 1963; Jenner et al., 1964; McCloskey et al., 1986; Moreno, 1973; Schafer and 
Bowles, 1985; Sporn et al., 1967 
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7.3.2 刺激性及び腐食性 (表 7-3) 

ベンズアルデヒドは皮膚に中等度、眼には軽度の刺激性を示す。 

 

表 7-3 ベンズアルデヒドの刺激性及び腐食性試験結果 

動物種等 
試験法 

投与方法 
投与期間 投与量 結 果 文献 

ウサギ 
 

経皮 (耳) 
 

24 時間 ND 中等度の刺激性 Bayer, 1990 

ウサギ 
 

経皮閉塞適用 24 時間 500 mg 中等度の刺激性 Moreno, 1973 

ウサギ 点眼 単回 500 mg 中等度の刺激性 Moreno, 1973 
ウサギ 点眼 ND 

7 日間観察

100μL 軽度の刺激性 Bayer, 1979 

ND: データなし 

 

 

7.3.3 感作性 (表 7-4) 

感作性試験では陰性、陽性両方の結果が得られており、現段階で結論付けることはできない。 

 

表 7-4 ベンズアルデヒドの感作性試験結果 

動物種等 
試験法 

投与方法 
投与期間 投与量 結 果 文献 

モルモット 
10 匹/群 

Maximization 法 皮 内 投 与 で

感作後、経皮

適用で 1 回ご

と に 異 な る

濃 度 の 溶 液

で 3 回にわけ

て惹起 

2.7％溶液

を 0.1 mL 
( 皮 内 投

与)、2.4、
0.64 、

0.24 ％ 溶

液  ( 経 皮

適用) 

陰性 
 
いずれの惹起においても

全ての動物で紅斑なし 

Anon, 1991 

モルモット 
10 匹/群 

Maximization 法 皮 内 投 与 で

感作後、経皮

適用で 2 回目

の感作、さら

に 経 皮 適 用

で惹起 

3.0％溶液

を 0.1 mL 
( 皮 内 投

与)、15.0、
7.0％溶液 
(経皮適用)
 

陰性 
 
全ての動物で紅斑なし 

Anon, 1992 

モルモット Maximization 法 皮内投与  (1
回目感作 ) 8
日 目 に 経 皮

投与 (2 回目

感作)、21 日

目 に パ ッ チ

テ ス ト  ( 惹
起) 
 

20 mg (皮
内投与) 
250 mg (経
皮投与) 

陽性 Klecak et al., 1977
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動物種等 
試験法 

投与方法 
投与期間 投与量 結 果 文献 

モルモット Draize 法 9 日間連続皮

内 投 与 で 感

作 
35、49 日目に

皮 内 投 与 で

惹起 

0.1％溶液 
0.05 あ る

い は 0.1 
mL ずつ 

陽性 Klecak et al., 1977

モルモット フロイント完全

アジュバント法 
0、2、4、7、
9 日目に皮内

投与で感作 
21、35 日目に

惹起 

皮 内 投 与

合計量 250 
mg 

陽性 Klecak et al., 1977

モルモット Open 
epicutaneous test 

21 日間連続

開 放 経 皮 適

用 に よ り 感

作、最終感作

2 週間後に開

放 経 皮 適 用

で惹起 

3％ 陰性 Klecak et al., 1977

 

 

7.3.4 反復投与毒性 (表 7-5) 

ベンズアルデヒドの反復投与毒性については、マウス、ラットを用いた経口投与試験、ラッ

ト、モルモットを用いた吸入暴露試験が行われている。経口投与では主に前胃・小脳 海馬など

の中枢神経系、腎臓、肝臓等に影響がみられており、吸入暴露では、中枢神経系への影響、肝

臓の重量増加、血液学的変化などが認められている。 

経口投与では、雌雄のB6C3F1マウスに、雄には0、200、400 mg/kg/日、雌には0、300、600 mg/kg/

日のベンズアルデヒドを5日/週の頻度で2年間強制経口投与した試験で、雄の400 mg/kg/日群及

び雌の300 mg/kg/日以上の群に前胃の扁平上皮過形成がみられた (U.S. NTP, 1990)。よって、本

評価書では、雄マウスに対するNOAELを200 mg/kg/日、雌マウスに対するLOAELを300 mg/kg/

日であると判断する。 

吸入暴露では、雌雄のSDラットにベンズアルデヒド、0、500、750、1,000 ppm (0、2,200、3,300、

4,400 mg/m3) を6時間/日、14日間吸入暴露した試験で、500 ppm以上の暴露群で肝臓の絶対及び

相対重量の増加、血清中のAST (アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ) 濃度の増加がみら

れた。また、全ての暴露群で血液学的変化や血液生化学的変化がみられ、1,000 ppm群では異常

歩行、頻繁なけいれん、挙尾などの中枢神経系障害が認められた (Laham et al., 1991)。なお、

この試験は14日間暴露で短期間の反復投与毒性試験であるが、試験法および検査項目は充実し

ており報告としては信頼できると評価し、本評価書ではLOAELを500 ppm (2,200 mg/m3) と判断

する。 
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表 7-5 ベンズアルデヒドの反復投与毒性試験結果 
動物種等 投与方法 投与期間 投与量 結    果 文献 
マウス 
B6C3F1 
8 週齢 
雌雄 
5 匹/群 

強制経口

投与 
12 日間 
/16 日間 
(5 日/週) 

0、200、400、800、
1,600 、 3,200 
mg/kg/日 

800 mg/kg/日: 雄 1 匹死亡 
1,600 mg/kg/日以上: 全数死亡 
 

Kluwe et al., 
1983; U.S. 
NTP, 1990 

マウス 
B6C3F1 
8 週齢 
雌雄 
10 匹/群 

強制経口

投与 
13 週間 
5 日/週 

0、75、150、300、
600、1,200 mg/kg/
日 

雄 600 mg/kg/日: 対照群に比較して

9％の体重増加抑制 
雄 600 mg/kg/日以上: 腎尿細管上皮の

変性 
雌雄 1,200 mg/kg/日: 雄 9/10、雌 1/10
死亡 
雌 1,200 mg/kg/日: 腎尿細管上皮の変

性 

Kluwe et al., 
1983; U.S. 
NTP, 1990 

マウス 
B6C3F1 
雄 8 週

齢 
雌 9 週

齢 
雌雄 
50 匹/群 

強制経口

投与 
2 年間 
5 日/週 

雄 : 0、 200、 400 
mg/kg/日 
雌 : 0、 300、 600 
mg/kg/日 

雄 400 mg/kg/日、雌 300 mg/kg/日以上:  
前胃扁平上皮過形成 
 
NOAEL: 200 mg/kg/日 (雄)  
LOAEL: 300 mg/kg/日 (雌)  

(本評価書の判断) 

U.S. NTP, 
1990 

ラット 
F344 
7 週齢 
雌雄 
5 匹/群 

強制経口

投与 
12 日間 
/16 日間 
(5 日/週) 

0、200、400、800、
1,600 、 3,200 
mg/kg/日 

800 mg/kg/日: 雌雄各 2 匹死亡、雌雄

で 11％、14％の体重増加抑制 
1,600 mg/kg/日以上: 全数死亡 
 

Kluwe et al., 
1983; U.S. 
NTP, 1990 

ラット 
F344 
6 週齢 
雌雄 
10 匹/群 

強制経口

投与 
13 週間 
5 日/週 

0、50、100、200、
400、800 mg/kg/日

800 mg/kg/日:雌雄: 前胃の扁平上皮

過形成及び角化亢進、小脳の顆粒層及

びプルキンエ細胞層の壊死、海馬にお

ける神経細胞の壊死、肝細胞変性、腎

尿細管上皮の変性 
雄 6/10、雌 3/10 死亡 

Kluwe et al., 
1983; U.S. 
NTP, 1990 

ラット 
Osborne-
Mendel 
対照群 :
雌雄 
10 匹 /
群、投与

群 : 雌

雄 5 匹/
群 

経口  (混
餌) 投与 

28 週間 0、1,000 ppm (雄: 
151 mg/kg/日、雌

154 mg/kg/日相当)
10,000 ppm (16 週

間 ) ( 雄 : 1,510 
mg/kg/ 日 、 雌 : 
1,540 mg/kg/日相

当) 

投与による影響なし Hagan et al., 
1967 
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動物種等 投与方法 投与期間 投与量 結    果 文献 
ラット 
SD 
雌雄 
14 匹/群 

吸入暴露 
(全身) 

14 日間 
6 時間/日 

0、500、750、1,000 
ppm 
(0、2,200、3,300、
4,400 mg/m3) 

雌雄 500 ppm 以上: 肝臓の絶対及び

相対重量増加、血清中 AST 濃度増加 
雄 500 ppm 以上: 体重増加抑制 
雌 500 ppm 以上: 単球増加、血液中ア

ルブミン、総タンパク質量、コリンエ

ステラーゼの減少 
雄 750 ppm 以上: ヘマトクリット値

の減少、平均赤血球ヘモグロビン量及

び平均赤血球ヘモグロビン濃度の減

少 
雌雄 1,000 ppm: 異常歩行、頻繁なけ

いれん、挙尾など中枢神経系障害 
雄 1,000 ppm: 白血球の増加、ヘモグ

ロビンの減少 
雌 1,000 ppm: 赤血球、ヘモグロビン

及びヘマトクリット値の減少 
 
LOAEL: 500 ppm (2,200 mg/m3) (本評

価書の判断) 

Laham et al., 
1991 

モ ル モ

ット 
Hartley 
4 週齢 
雄 
8 匹/群 

吸入暴露 
(全身) 

4 週間 
6 時間/日 
5 日/週 

0、500 ppm 
(0、2,200 mg/m3) 

500 ppm: 気道上皮の化生/過形成、血

中トリグリセリド濃度の減少 
Lacroix et al., 
2002 

 

 

7.3.5 生殖・発生毒性 

雌ラットにベンズアルデヒド0、2、5 mg/kg/日を交配期間を含む32週間にわたって隔日、経

口投与し、非投与の雄と交配させた実験で、妊娠匹数、出産児数、児の体重及び生存率に投与

による影響はなかったとする報告がある (Sporn et al., 1967) が、詳細は不明であり、調査した

範囲内では、ベンズアルデヒドの生殖・発生毒性に関する信頼できる試験報告は得られていな

い。 

 

7.3.6 遺伝毒性 (表 7-6) 

  ベンズアルデヒドの遺伝毒性については、in vitro において遺伝子突然変異、染色体異常及

び姉妹染色分体交換の多くの試験で陽性を示している。しかし復帰突然変異試験ではすべて陰

性であり、また哺乳動物を用いた in vivo 試験の報告は得られていないことから、遺伝毒性の有

無について明確に判断することはできない。 

  

表 7-6 ベンズアルデヒドの遺伝毒性試験結果 

 試験系 試験材料 処理条件 用量 
結果 

－S9 +S9 
文献 

in 
vitro 

復帰突然変異 ネズミチフス菌

TA98、TA100、
TA1535、TA1537

ND ND －    － 
 

Florin et 
al., 1980 
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 試験系 試験材料 処理条件 用量 
結果 

－S9 +S9 
文献 

ネズミチフス菌

TA98、TA100、
TA1535、TA1537

プレインキ

ュベーショ

ン法 

1,000 
μg/plate 

－    － 
 

Haworth et 
al., 1983 

ネズミチフス菌

TA98、TA100 
ND 0.05-500 

μg/plate 
－    － 

 
Kasamaki 
et al., 
1982 

ネズミチフス菌

TA98、TA100、
TA2637 

ND 50-2,000  
μg/plate 

－    － 
 

Nohmi et 
al., 1985 

ネズミチフス菌

TA100、TA102、
TA104 

プレインキ

ュベーショ

ン法 

33-3,333 
μg/plate 

－    － 
 

Dillon et 
al., 1998 

遺伝子突然変

異 
マウスリンパ腫

細胞、 
L5178Y tk+/-株 

ND 50-800 
μg/mL 

  ＋   ND McGregor 
et al., 1990

CHO 細胞 1) ND S9- : 50、160、
500μg/mL 
S9+: 160 、

500、1,600 
μg/mL 

  －    － Galloway et 
al., 1987 

CHL 細胞 2) 

B241 
ND  
DMSO 使用

5.3μg/L   ＋    ＋ Kasamaki 
et al., 
1982 

CHL 細胞 2) ND  
DMSO 使用

1,000 mg/L   ＋    － Sofuni et 
al.,1985 

染色体異常 

CHL 細胞 2) 
CHL/IU 

ND 
マウス S9 

1,000 mg/L   ＋    ± Matsuoka et 
al.,1998 

CHO 細胞 1) ND S9- : 5、16、
50、160 
S9+: 160 、

500、1,600 
μg/mL 

  ＋    ＋ Galloway et 
al., 1987 

姉妹染色分体

交換 
 

ヒト末梢血リン

パ球 
ND 106 mg/L   ＋    ＋ Jansson et 

al., 1988 

in 
vivo 

伴性劣性致死

試験 
ショウジョウバ

エ 
混餌 
注入 

1,150 ppm 
2,500 ppm 

－ 
－ 

Woodruff et 
al., 1985  

＋: 陽性; －: 陰性; ±: equivocal;  ND: データなし 
1) CHO 細胞: チャイニーズハムスター卵巣細胞 
2) CHL 細胞: チャイニーズハムスター肺細胞 
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7.3.7 発がん性 (表 7-7) 

雌雄の B6C3F1 マウスに、雄では 0、200、400 mg/kg/日、雌では 0、300、600 mg/kg/日のベン

ズアルデヒドを 5 日/週の頻度で 2 年間強制経口投与した試験で、雄の 400 mg/kg/日群、雌の 300 

mg/kg/日以上の群に前胃過形成の増加がみられ、雌の 300 mg/kg/日以上の群には前胃の扁平上

皮乳頭腫の用量依存的な増加がみられた (U.S. NTP, 1990)。 

雌雄の F344 ラットにベンズアルデヒド 0、200、400 mg/kg/日を 5 日/週の頻度で 2 年間強制

経口投与した試験では、投与による腫瘍発生の増加はみられなかった (U.S. NTP, 1990)。 

国際機関等ではベンズアルデヒドの発がん性を評価していない。 

 

表 7-7 ベンズアルデヒドの発がん性試験結果 
動物種等 投与方法 投与期間 投与量 結    果 文献 

雄 400 mg/kg/日、雌 300 mg/kg/日以

上: 前胃過形成の増加 
雌 300 mg/kg 以上: 前胃の扁平上皮

乳頭腫増加 
 
雌 (mg/kg/日) 0    300   600 

マウス 
B6C3F1 
雄 8 週齢 
雌 9 週齢 
雌雄 
50 匹/群 

強制経口

投与 
2 年間 
5 日/週 

雄 : 0、200、400 
mg/kg/日 
雌 : 0、300、600 
mg/kg/日 

前胃扁平上皮

乳頭腫 a) 

Overall Rates 
Terminal Rates

  
 

0/50  5/50  6/50 
0/30  3/27  5/35 

U.S. NTP, 
1990 

ラット 
F344 
8 週齢 
雌雄 
50 匹/群 

強制経口

投与 
2 年間 
5 日/週 

0、200、400 mg/kg/
日 

いずれの群でも腫瘍発生の増加な

し 
U.S. NTP, 
1990 

a): U.S. NTPはLogistic regression analysis (ロジスティック回帰分析)、Life table test、Cochran-Armitage trend test 
及び Fisher exact test の統計的手法によってマウスにおける前胃扁平上皮乳頭腫の発生率の増加に有意差が

あることを示した (いずれも p<0.05) 

 

 

7.4 ヒト健康への影響 (まとめ) 

ベンズアルデヒドは実験動物において、主として安息香酸に酸化された後、グリシン抱合や

グルクロン酸抱合を受け、最終的には大部分が馬尿酸に代謝され、尿中へ排泄される。 

ヒトに対しては、ベンズアルデヒドに暴露した場合、皮膚、眼、呼吸器等に刺激症状が認め

られており、またパッチテストで一部のボランティアに陽性を示す報告が得られている。 

実験動物に対するベンズアルデヒドの急性毒性については、経口投与での LD50 はマウスで

1,200 mg/kg、ラットで 1,300～2,850 mg/kg、モルモットでは 1,000 mg/kg である。経皮投与での

LD50 は、ウサギで 1,250 mg/kg 超である。マウスに致死量のベンズアルデヒドを腹腔内投与し

た試験で、振戦、鎮静、呼吸困難等の症状が認められている。 

刺激性・腐食性については、実験動物の皮膚には中等度、眼には軽度の刺激性を示す。 

感作性試験では陰性、陽性両方の報告が得られており、現段階で結論付けることはできない。 
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反復投与では、経口経路で主に前胃・小脳 海馬などの中枢神経系、肝臓、腎臓等に影響がみ

られている。マウスの 2 年間強制経口投与試験で、雄の 400 mg/kg/日群、雌の 300 mg/kg/日以

上の群に前胃の扁平上皮過形成がみられており、マウスに対する NOAEL は 200 mg/kg/日 (雄)、

LOAEL は 300 mg/kg/日 (雌) である。また、吸入経路では、中枢神経系への影響、肝臓の重量

増加、血液学的変化などが認められている。ラットの 14 日間吸入暴露試験で最低用量群の 500 

ppm から肝臓の絶対及び相対重量の増加、血清中 AST 濃度の増加がみられており、LOAEL は

500 ppm (2,200 mg/m3) である。 

調査した範囲内では、ベンズアルデヒドの生殖・発生毒性に関する信頼できる試験報告は得

られていない。 

遺伝毒性に関しては、in vitro において遺伝子突然変異、染色体異常及び姉妹染色分体交換の

多くの試験で陽性を示している。しかし復帰突然変異ではすべて陰性であり、また哺乳動物を

用いた in vivo 試験の報告は得られていないことから、遺伝毒性の有無について明確に判断する

ことはできない。 

発がん性に関しては、強制経口投与試験で雌マウスの 300 mg/kg/日以上の群には前胃の扁平

上皮乳頭腫が用量依存的に増加しているが、現在までに得られているデータのみから発がん性

について判断することはできない。 

国際機関等ではベンズアルデヒドの発がん性を評価していない。 
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